
秋田県における効果的な捕獲に係る新技術の地域実証評価報告
（効果的捕獲促進事業）

１ 対象指定管理鳥獣の種類、技術名、実証地域及び時期

注：実証地域の位置が分かる地図を添付すること。

２ 現状の指定管理鳥獣捕獲等事業による捕獲の状況及び課題等

３ 地域実証する技術の概要

注：実証する技術の写真や内容等の概要が分かる資料を添付すること。

指定管理鳥獣名
①イノシシ
②ニホンジカ

技術名
①出没情報収集・提供システムによる低密度地域での
効率的な捕獲の推進

②低密度地域における捕獲技術の確立

実証地域
①由利・仙北・平鹿・雄勝地域
②仙北地域

実証時期
①令和３年 ７月 ～ 令和３年１１月
②令和３年１０月 ～ 令和４年 ３月

１ 捕獲の状況
ニホンジカについては、H29 年度から指定管理鳥獣捕獲等事業を実施しているが、ほとんど

捕獲に結びついていない。
イノシシについては、県内でも最初にイノシシが捕獲されて目撃等が多い雄勝管内で捕獲事

業を実施しており、R1 年度、R2 年度いずれも 20 頭ほどが捕獲されている。

２ 課 題
ニホンジカについては、県内ではまだ生息密度が低いことから、低密度下での捕獲技術を確

立していく必要がある。
イノシシについては、一定程度捕獲できるようになってきているが、生息域拡大を抑制して

いくためには、無雪期の有害鳥獣捕獲と狩猟による捕獲圧強化を図る必要がある。

１ 出没情報収集・提供システムによる低密度地域での効率的な捕獲の推進（イノシシ）
（１）目的

増加するイノシシの捕獲を効率的に推進するため、農業被害等が発生している地域におい
いて、センサーカメラを用いた効果的な捕獲手法を確立する。

（２）方法
イノシシの目撃や捕獲数の多い県南部を中心にセンサーカメラを設置し、センサーカメラ

からクラウドを通して、出没状況を狩猟者等に配信できるシステムを整備する。
（３）期待される効果

・イノシシの出没の状況や群れの規模等が把握できるため、効率的な有害捕獲の実施に資す
ることができる。

・データを蓄積・分析することで生態特性が把握でき、捕獲効率の向上が図られる。
・くくりわなにシステムを応用した場合、見回り等の労力の軽減が図られる。
・ツキノワグマやカモシカ等の錯誤捕獲の危険性を軽減できる。

２ 低密度下における効果的な捕獲技術の確立（ニホンジカ）
（１）目的

低密度下におけるニホンジカの効率的な捕獲技術の確立を目指す。
（２）方法

冬期でもニホンジカの活動が認められる地域（越冬地）において、大型の囲いわなを設置
し、誘引餌によりわなに誘導する捕獲手法について実証する。

（３）期待される効果
低密度地域における捕獲技術を確立することで、県内他地域への波及が期待でき、低密度

下における捕獲圧強化により頭数の増加を抑制することが可能となる。



４ 具体的な実証の方法・内容

注１：２の課題等を踏まえた技術実証の方法や内容を具体的に記入すること。

注２：事業終了後の評価報告においては、注１を踏まえ、その評価結果を具体的に記入すること。

５ その他

注：地域実証に当たって、特記すべき事項があれば記入すること。

１ 出没情報収集・提供システムによる低密度地域での効率的な捕獲の推進（イノシシ）
l 県南部の市町村を対象に、自動撮影カメラを 35 台（予備 5 台）を設置し、イノシシの出没状

況をリアルタイムで把握できる体制を整備し、８月から 10 月末までシステムを運用した。
l イノシシが撮影されていたものの、有害捕獲に結びついたのは１頭（大仙市）のみだった。
l イノシシが出没し被害が発生してる地域にカメラを設置したものの、思うようにカメラで撮

影できなかったことや、カメラ設置によりイノシシが警戒して出没しなくなったことなどが
原因として考えられた。

l 事業終了後に、事業継続を検討すべく、実施した７市町にアンケートを実施し、うち５市か
らアンケートの回答をもらった。このうち４市からは本事業の効果があったとの回答で、ど
ちらともいえないが１市となった。

l 良かった点としては、イノシシの出没状況が把握できた、出没が確認できた、実施隊員の意
欲が向上した、などが挙げられた。悪かった点としては、イノシシ以外の小動物の撮影が多
かった、思うように写らなかった、風などによる誤写が多かった、1 台ではなく複数台必要だ
った、柔軟に設置場所を変更できるようにすべき、などの意見だった。

l 市町村からは継続の要望があることから、イノシシの出没傾向を把握するために、市町村が
柔軟にカメラの設置場所等を調整できる運用として取組を継続していく（R4 年度は県単事業
として実施中）

２ 低密度下における効果的な捕獲技術の確立（ニホンジカ）
l 県林業研究研修センター及び国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所東北支所

と共同し、ニホンジカの越冬地として特定している仙北市田沢湖地区において、立木を利用
した網製囲いわなを設置（北岸、下村の２箇所）、誘引による捕獲実証を行った。

l 自動撮影カメラにより誘引状況を確認し、北岸地区において３度目の稼働でオスジカ１頭を
捕獲するに至った。

l なお、北岸では当初想定していた雌仔群は誘引できず、代わりに誘引されたオスジカを捕獲
した。その後も誘引を継続したが、雌仔群をわなに誘引できないまま終了した。

l また、下村においては R2 年度はシカの利用頻度が高かったが、R3 年度はニホンジカの利用
がなく、行動範囲の変化もあり、捕獲には結びつかなかった。

l 山の斜面の木立を活用した網製かこいわなであったが、傾斜地でも捕獲ができることを実証
できた。

l 北岸では、オスジカ捕獲後も雌仔群が数回、自動撮影カメラに写っていたが、わなに誘引す
ることができなかったため、確実にわなに誘引していく手法を検討する必要がある。

l また、積雪による誤作動や囲っている網高の低下などがあり、わなの保守に相応の労力を要
したことから、ICTを活用した遠隔操作が可能なわなの導入等によりクマの錯誤捕獲の回避、
労力の軽減をはかっていく必要がある。

l また、ICT活用の囲いわなと平行して、低コストな囲いわなの試験を実施し、実用可能なオプ
ションを増やすことを検討する。



令和３年度効果的捕獲促進事業実施位置図
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【凡例】

区域 区域 獣種

由利・仙北・平鹿・雄勝 イノシシ

【凡例】

区域 区域 獣種

仙北市田沢湖地区 ニホンジカ



11342
タイプライタ
効果的捕獲促進事業で活用したクラウドシステム（HykeWorks）



11342
タイプライタ
効果的捕獲促進事業で活用したクラウドシステム（Trelink）





運用したカメラによる撮影状況（いずれも湯沢市）


